
7

　生計を一にし、扶養する児童が３人以上いる世帯で、幼稚

園、保育所、認定こども園を利用している場合、第３子以降

の児童の保育料が無料になりました。

※特に申請などの手続きは必要ありません。

　条件を満たした場合、認可外保育施設に通

っている第３子以降の児童に係る保育料に相

当する保護者負担金（上限月額３５，０００円）

を補助します。

補助対象者

　市内に住所を有する、対象児童の保護者

補助要件

　保護者が対象児童と生計を一にし、現に扶

養している児童のうち、第３子以降であるこ

と。保護者が市外に住所を有し、児童が市内

の親族等の住所の場合は対象外です。

補助金交付に必要な書類

①補助金交付申請書（対象児童が複数いる場

合も１通で可）

②保育状況調書

③対象児童の世帯全員の住民票の写し（場合

により税の扶養の証明書）

補助対象者

　保育料や入園料の減額や免除を実施

している私立幼稚園に就園している幼

児の保護者で、市内

に住所を有している

ことが条件です。

申請の受付時期

　保護者は、６月中旬に保育料減額免除申

請書と必要な書類を通園している幼稚園に

提出し、幼稚園を通じて補助金の交付申請

をします。

補助金の交付時期

　年２回（１０月と３月）市が私立幼稚園を

通じて保護者に交付します。

問い合わせ先

　学校教育課　　☎２３ー３９３８

④補助金変更交付申請書（変更がない場

合は不要）

⑤請求書（対象児童の保育料であること

が分かる領収書原本または領収証明書

を添付）

申請の受付時期

　補助金交付申請については、随時受け

付けします。施設への入所手続きが完了

したら、子育て支援課に書類（①～⑤）

を提出してください。

補助金交付の時期

　申請者の請求（請求書の提出）により

当該年度の９月と３月に、補助金を交付

します。

問い合わせ先

　子育て支援課　☎２３−３９６２

公立幼稚園、認可保育所、認定こども園

認可外保育施設

私立幼稚園

４月から第３子以降の　　 　
　　保育料が無料になりました



89

男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
予
防
対
策

　セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
は
、
職
場
な
ど
で
性
的

な
言
動
に
よ
っ
て
、
相
手
を
不

快
や
不
安
な
状
態
に
さ
せ
、
傷

つ
け
た
り
不
利
益
を
与
え
た
り

す
る
行
為
を
言
い
ま
す
。
こ
の

行
為
は
、
男
性
か
ら
女
性
に
対

す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
女
性

か
ら
男
性
、
同
性
同
士
で
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　２
０
０
７
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
改
正
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
で
は
、
男
女
と
も
平
等

に
扱
わ
れ
る
べ
き
、
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
、

事
業
主
に
は
雇
用
管
理
上
必
要

な
配
慮
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
問
題
を
な
く
す

た
め
に
は
、
組
織
の
中
の
一
人

ひ
と
り
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
共
通
の

認
識
を
持
ち
、
快
適
な
職
場
環

境
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　性
に
関
す
る
言
動
の
受
け
止

め
方
は
、
性
別
や
立
場
な
ど
個
人

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

当
た
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
受
け

止
め
る
側
の
判
断
が
重
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
つ
も
り
が
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
事
態
に
な
っ
て
し
ま
う

前
に
、
相
手
が
ど
う
思
う
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
言
葉
を
発
す
る
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　も
し
、
職
場
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
き
は
、

自
分
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
速
や
か
に
勤
務
先
の
相

談
窓
口
担
当
者
や
信
頼
で
き
る
上

司
に
相
談
し
、
事
業
主
と
し
て
の

対
応
を
求
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

対
応
し
て
も
ら
え
な
い
場
合
や
勤

務
先
以
外
で
相
談
し
た
い
場
合
は
、

左
記
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

香
川
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

８
９
２
４

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

市職員を募集します

試 験 区 分 ・ 募 集 人 数 等

秘書課人事係　☎２３−３９１５

受付期間：６月１日（水）～１４日（火）（土・日曜日は除く）（郵送

は当日消印有効）午前８時３０分～午後５時１５分

提出方法：秘書課（本庁４階）に持参または郵送

　　　　　〒７６８−８６０１

　　　　　（住所記載不要）観音寺市秘書課人事係

　５月２日（月）から、総合案内所（市役所１階）と秘書課（市

役所４階）、各支所で配布します。市ホームページからもダウ

ンロードできます。

注意：電話や電子メールでの請求は不可

　　　詳しくは市ホームページで確認してください。

　　　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

７月２４日（日）

　下記の募集も予定しています。試

験日や受験資格など詳しくは、広報

かんおんじ７月号に掲載します。

●保育士 ･ 幼稚園教諭

●保育士･幼稚園教諭（経験者対象）

●看護師

●一般事務（初級）

●一般事務（身体障がい者対象）

●一般事務（ＵＩＪターン型）

区　分 人　数 受　　験　　資　　格 試験の程度

一般事務
（上級）

１１人 昭和５７年４月２日以降に生まれた人

大学卒業
程度

土　木 ２人
昭和５７年４月２日以降に生まれた人で、土木系学科を卒業した人
または平成２９年３月３１日までに卒業見込みの人

保健師 ２人
昭和５７年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人
または平成２９年３月３１日までに取得できる見込みの人

第一次試験日

試験申込書受付

試験案内・試験申込書

　観音寺市への

移住を促進する

ために、移住者

（転勤や進学を

除く、Ｉ・Ｊ・Ｕ

ターン者）に対して、民間賃貸住宅の家賃

と入居時に必要な謝礼などについて、費

用の一部を補助します。

対象者

　香川県外で３年（短期大学を卒業また

は専修学校の専門課程を修了した者は２

年）以上在住した後、転勤や就学その他

一時的な居住ではなく、観音寺市に定住

する意思をもって平成２８年３月１日以降

に転入し、本市に住民票の登録がある人。

内容

○家賃補助

家賃の２分の１または２万円のどちら

か低い額。管理費、共益費、駐車場料

金、会費（自治会費）は除く。

○家賃補助期間

　転入した月の翌月から２年間

○一時金補助

礼金、不動産取引手数料、家賃支払保

証料の２分の１について、６万円を上

限に１回に限り補助（敷金は除く）。

問い合わせ先

　企画課地方創生

　総合戦略推進室

　☎２３−３９１７

　７月に予定の参議院議員通常選挙から、下表の

とおり投票所が変わります。

　投票にお出かけの際は、「投票所入場券」の投

票所欄を確認してください。

問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局　☎２３−３９４５

第２投票区域
変更前
投票所

変更後
投票所

天神町、坂本町
幸町、観音寺町
（殿・中央）

旧観音寺　
　東保育所

観音寺市　　
保健センター

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩恵を受

けにくい低所得の高齢者を対象に給付金を支給します。

問い合わせ専用ダイヤル

　☎０８７５−２３−３９８１
　５月１０日（火）開設予定

支給対象者　平成２７年度臨時福祉給付金支給対象者のうち、平

成２８年度中に６５歳以上となる人（昭和２７年４月１

日以前に生まれた人）

給 付 額　支給対象者１人につき３万円

　　　　　（１回限り）

申請期間　５月１０日（火）～８月１０日（水）

　　　　　（当日消印有効）

申請方法　申請書に必要事項を記入し、必要な書類を添えて、

同封の返信用封筒で郵送してください。申請書は

５月上旬に、支給対象となる可能性がある人に郵

送します。

申請は原則郵送ですが、窓口で申請をする場合は

次のとおりです。

●受付期間等

５月１０日（火）～２０日（金）（土・日曜日を除く）

午前１０時～午後３時

●受付場所　

エレベーターホール（市役所２階）

支給時期　６月下旬以降。

　　　　　支給決定者には、支給決定通知書を送付します。

詳しくは、そちらで確認してください。

社会福祉課福祉総務係　☎２３−３９３０

移住者を対象に
　家賃補助をします

投票所が変わります

年金生活者等支援臨時福祉給付金
　（低所得の高齢者向け）について

観
音
寺
市
立

中
央
図
書
館

駐 

車 

場

駐 車 場

観音寺市役所

一 の 谷 川

中央
公民館

社会福祉
センター

働く婦
人の家

共同福祉
施　設

ここに変わります

三観広域
防災センター

消
防
本
部

南
消
防
署

入口

保健
センター
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　市内に居住し、かつ、市内に住宅を有して

おり、次の基準を満たす世帯の世帯主に対し

て、戸別受信機の貸与または設置費に対する

補助を行います。

設置補助の基準

○世帯員が、本市に納付すべき市税等を滞納

しておらず、観音寺市防災行政無線戸別受

信機等貸与要綱の規定により戸別受信機等

を貸与されていない世帯

貸与の基準

○指定された土砂災害警戒区域（市内）に居

住している世帯

○世帯全員が身体障害者手帳の交付を受けた

聴覚障がい者の世帯

○防災行政無線の屋外放送を聞き取ることが

困難（平時と放送時の音量差が１０ｄｂ未満）

であると認められる世帯

補 助 率

　設置費用については、外部アンテナの設置の

有無にもよりますが、工事費を含めておおむね

１０万円前後

申請方法

○危機管理課（市役所４階）または各支所にあ

る申請書に必要事項を記入し、危機管理課ま

で提出してください。市ホームページからも

ダウンロードできます。

○申請者は、世帯主です。

○申請は、随時行えます。

注　　意

　機材の製造・発注等がこれからですので、実

際の設置等の時期は、早くても１１月以降になる

予定です。

問い合わせ先　危機管理課　☎２３−３９４０

　「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
」
と
は
、
消
防
団
員
の
勤

務
時
間
中
の
消
防
団
活
動
へ
の

便
宜
や
従
業
員
の
入
団
促
進
な

ど
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ

の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広

く
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
事

業
所
の
協
力
を
通
じ
て
、
地
域

防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で

す
。　現

在
、
社
会
経
済
の
進
展
に

伴
い
、
就
業
構
造
が
変
化
し
、

消
防
団
員
の
約
７
割
が
被
雇
用

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
消
防
団
員
の

確
保
の
た
め
に
は
、
被
雇
用
者

が
入
団
し
や
す
く
、
か
つ
消
防

団
員
と
し
て
活
動
し
や
す
い
環

境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
消
防
団
活
動
に
対
す
る
雇

用
先
事
業
所
の
一
層
の
理
解
と

協
力
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
「
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
導
入
し
、
協
力
事
業
所
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て

認
定
さ
れ
た
事
業
所
等
に
は
、

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」

を
交
付
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
広
報
紙
等
で
公
表
し
ま
す
。

事
業
所
は
、
取
得
し
た
表
示
証

を
社
屋
に
提
示
し
た
り
、
自
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
多
く
の
事
業
所
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　申
請
書
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
く
ら
し
の
情
報
→
消

防
・
防
災
→
消
防
・
救
急
→
お

す
す
め
情
報
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　危
機
管
理
課

　

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

観
音
寺
市
自
主
防
災
組
織

　
　
　
　
　
　
　活
性
化
事
業

●

防
災
資
機
材
購
入
事
業

　自
主
防
災
組
織
が
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
や
ラ
イ
ト
、
メ
ガ
ホ
ン
、

発
電
機
、
投
光
器
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、
消
火
器
、
担
架
、
救
急

セ
ッ
ト
な
ど
の
防
災
資
機
材
を

購
入
す
る
経
費
に
補
助
し
ま
す
。

　補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内
の
額
で
、
１
つ
の
自
主
防

災
組
織
に
つ
き
１０
万
円
を
限
度

●

防
災
訓
練
事
業

　自
主
防
災
組
織
が
、
図
上
訓

練
、
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
救
出
・
救
護

訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
、
炊
き

出
し
・
給
水
訓
練
、
そ
の
他
防

災
上
必
要
な
訓
練
を
同
時
に
２

種
類
以
上
実
施
し
た
際
に
発
生

し
た
経
費
に
補
助
し
ま
す
。
た

だ
し
、
組
織
の
構
成
世
帯
の
お

お
む
ね
３
分
の
１
以
上
の
参
加

が
必
要
で
す
。

　
１
０
０
世
帯
以
下
の
組
織

　
　
　
　
　
　１
万
円
を
限
度

２
０
０
世
帯
以
下
の
組
織

　
　
　
　
　
　２
万
円
を
限
度

２
０
１
世
帯
以
上
の
組
織

　
　
　
　
　
　３
万
円
を
限
度

観
音
寺
市
自
主
防
災
力

　
　
　
　
　
　
　
　強
化
事
業

●

地
域
防
災
訓
練
支
援
事
業

　小
学
校
区
（
市
長
が
特
に
認

め
る
と
き
は
、
小
学
校
区
を
分

割
し
た
区
域
）
を
単
位
に
、
地

域
の
子
ど
も
や
保
護
者
と
一
体

と
な
り
、
実
践
的
な
防
災
訓
練

に
要
し
た
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　５０
万
円
を
限
度

●

防
災
士
育
成
支
援
事
業

　防
災
士
と
は
、
減
災
と
防
災

力
向
上
が
期
待
さ
れ
、
十
分
な

意
識
・
知
識
・
技
能
を
有
す
る

日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
し
た

地
域
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
で

す
。
防
災
士
資
格
の
取
得
に
必

要
な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　２
万
円

　申
請
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
く
ら
し
の
情
報
→
消
防
・

防
災
→
自
主
防
災
組
織
→
お
す

す
め
情
報
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　危
機
管
理
課

　

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

　大
規
模
災
害
な
ど
が
発
生
し

た
と
き
、
国
や
県
、
市
の
対
応
（
公

助
）
に
は
限
界
が
あ
り
、
早
期

に
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
と
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
防
災
、
減
災
の
た
め
に
、

自
分
た
ち
で
住
宅
の
耐
震
強
化
、

家
具
や
電
気
製
品
等
の
転
倒
防

止
対
策
な
ど
を
し
て
「
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
」（
自
助
）
こ

と
が
大
切
で
す
。

　ま
た
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ

せ
る
地
域
や
近
隣
の
人
々
が
集

ま
っ
て
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精

神
で
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
、
自
発
的
な
防
災
活
動
に
組

織
的
に
取
り
組
む
こ
と
（
共
助
）

が
必
要
で
す
。

　そ
の
「
自
助
」「
共
助
」
の
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
市
で
は
「
観

音
寺
市
自
主
防
災
組
織
活
性
化

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
と
「
観

音
寺
市
自
主
防
災
力
強
化
事
業

費
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
制
定

し
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
や

活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　導
入
し
ま
す

４
月
１
日
か
ら

家
屋
の
耐
震
化
、
家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策

　
　お
よ
び
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

自
分
で
守
る　
自
分
た
ち
で
守
る

補
助
額

補
助
額

補
助
額

補
助
額

　気象情報や避難情報などの緊急情報を迅速に市民の皆

さんへお知らせするために、平成２５年度から整備してい

た同報系防災行政無線の運用を開始しました。４月１日

に白川市長が市役所に設置する親局の操作を行い、市内

全域に放送開始のお知らせをしました。同行政無線の屋

外拡声子局（屋外スピーカー）は市内１４７カ所に設置し、

一斉放送や地域を指定して放送ができます。

設置機器 補助率 補助限度額

戸別受信機のみ
設置費用の

２分の１以内

２５，０００円

戸別受信機および
外部アンテナ

４５，０００円

災害に備えて運用開始しました

同報系防災行政無線の戸別受信機等の貸与・設置費補助

　「観音寺ホッとメール」は、携帯電話などのメール機能

を利用して、さまざまな情報を配信するサービスです。

防災情報や学校情報、イベントや育児に関することなど、

利用者が希望する項目を選択・登録することで、タイム

リーな情報を受け取ることができます。

利用上の注意

問い合わせ先

登録方法

●登録は無料ですが、配信の登録や変更、削除、メール

の送受信などにかかるパケット代や通信料は利用者の

負担です。

●配信したメールに返信はできません。

●メールアドレスを変更した場合は、再度登録をしてく

ださい。

●登録された利用者情報は、個人情報保護法などで守ら

れます。

●通信事業者のシステムなどの条件によって、着信が遅

れる場合があります。

企画課情報統計係　☎２３−３９１７

　　Ｅメール　kikaku@city.kanonji.lg.jp

① entry@city.kanonji.lg.jp
へ空メールを送信（ＱＲコ

ードからもアクセス可能）

②「観音寺ホッとメール受付」

という返信メールが届く。

受信拒否設定など迷惑メ

ール対策をしていて返信メールが届かない

人は、「hotmail@city.kanonji.lg.jp」のア

ドレスまたは「city.kanonji.lg.jp」のドメイ

ンからのメールを受信可能に設定してくだ

さい。

③メール本文のＵＲＬに接続して登録画面が

表示されたら「利用規約」

を確認後、配信を希望する

情報を選択してください。

④「登録完了｣ のメールが届

いて登録完了です。

観音寺ホッとメールに登録を！
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